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 横 浜 市 開 発 事 業 の 調 整 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ

こ に 公 布 す る 。  

   平 成 24 年 12 月 28 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

横 浜 市 条 例 第  107 号  

   横 浜 市 開 発 事 業 の 調 整 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る  

   条 例  

 横 浜 市 開 発 事 業 の 調 整 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 16 年 ３ 月 横 浜 市 条 例

第 ３ 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 目 次 中 「 及 び 意 見 の 聴 取 」 を 「 、 意 見 の 聴 取 等 」 に 、 「 特 定 大 規

模 開 発 事 業 」 を 「 開 発 事 業 」 に 改 め る 。  

 第 ２ 条 第 ２ 号 ア 中 「 で 自 己 の 居 住 の 用 に 供 す る 目 的 で 行 う も の 」

を 削 り 、 同 号 エ 中 「 市 街 化 区 域 に お け る 」 を 削 り 、 同 号 に 次 の よ う

に 加 え る 。  

  カ  開 発 行 為 （ 開 発 区 域 の 面 積 が  500 平 方 メ ー ト ル 未 満 の 開 発

行 為 で 、 当 該 開 発 区 域 内 の 土 地 を 予 定 さ れ る 建 築 物 の 敷 地 と

し て 利 用 す る た め 、 建 築 基 準 法 第 42 条 第 １ 項 第 ５ 号 の 規 定 に

よ る 道 路 の 位 置 の 指 定 を 受 け る こ と を 要 す る も の に 限 る 。 ）  

 第 ２ 条 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

 (9)  地 域 ま ち づ く り 計 画 運 営 団 体  地 域 ま ち づ く り 計 画 の 策 定 を

行 う 団 体 の う ち 、 そ の 活 動 の 対 象 と な る 地 域 の 範 囲 に 開 発 事 業

区 域 が 含 ま れ て い る も の で 、 市 長 が 認 め る も の を い う 。  

 第 ２ 章 第 １ 節 の 節 名 中 「 及 び 意 見 の 聴 取 」 を 「 、 意 見 の 聴 取 等 」

に 改 め る 。  

 第 ８ 条 を 次 の よ う に 改 め る 。  

第 ８ 条  削 除  

 第 ９ 条 中 「 開 発 事 業 者 は 」 の 次 に 「 、 開 発 事 業 を 行 お う と す る と

き は 」 を 加 え 、 「 そ の 開 発 事 業 」 を 「 当 該 開 発 事 業 」 に 改 め 、 「 完

了 す る ま で の 間 」 の 次 に 「（ 第 ２ 条 第 ２ 号 ア 、 オ 又 は カ に 掲 げ る 開

発 事 業 に あ っ て は 、 第 24 条 第 ４ 項 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る ま で の

間 ）」 を 加 え 、 同 条 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

２  開 発 事 業 者 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 標 識 を 設 置 し た と き は 、 速 や

か に 、 そ の 旨 を 書 面 に よ り 市 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  

 第 10 条 を 次 の よ う に 改 め る 。  

第 10 条  削 除  

 第 11 条 中 「 開 発 事 業 者 」 の 次 に 「 （ 第 ２ 条 第 ２ 号 カ に 掲 げ る 開 発

事 業 に 係 る 開 発 事 業 者 を 除 く 。 ） 」 を 加 え 、 「 開 発 構 想 書 を 提 出 し

た 日 か ら 10 日 を 経 過 し た 」 を 「 第 ９ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 標 識 を 設

置 し た 」 に 、 「 開 発 構 想 書 の 内 容 そ の 他 」 を 「 そ の 開 発 事 業 の 構 想

等 に 係 る 」 に 改 め 、 同 条 第 １ 号 中 「 地 域 住 民 」 の 次 に 「 及 び 地 域 ま
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ち づ く り 計 画 運 営 団 体 」 を 加 え 、 同 条 第 ２ 号 中 「 近 接 住 民 」 の 次 に

「 及 び 地 域 ま ち づ く り 計 画 運 営 団 体 」 を 加 え る 。  

 第 12 条 を 次 の よ う に 改 め る 。  

 （ 開 発 事 業 の 構 想 に 対 す る 意 見 書 の 提 出 ）  

第 12 条  近 接 住 民 （ 特 定 大 規 模 開 発 事 業 の 場 合 に あ っ て は 、 地 域 住

民 ） 及 び 地 域 ま ち づ く り 計 画 運 営 団 体 （ 以 下 「 近 接 住 民 等 」 と い

う 。 ） は 、 開 発 事 業 （ 第 ２ 条 第 ２ 号 カ に 掲 げ る も の を 除 く 。 ） に

係 る 前 条 の 説 明 が 終 了 し た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て ５ 日 以 内 に 、 同

条 の 開 発 事 業 の 構 想 に 対 す る 意 見 を 記 載 し た 書 面 （ 以 下 「 意 見 書

」 と い う 。 ） を 開 発 事 業 者 に 提 出 す る こ と が で き る 。  

２  開 発 事 業 者 は 、 意 見 書 の 提 出 が あ っ た と き は 、 次 条 第 １ 項 の 規

定 に よ り 開 発 事 業 計 画 書 の 提 出 を 行 う ま で に 、 当 該 意 見 書 に 対 す

る 見 解 を 記 載 し た 書 面 を 当 該 意 見 書 を 提 出 し た 近 接 住 民 等 に 送 付

し な け れ ば な ら な い 。  

 第 13 条 の 見 出 し 中 「 開 発 事 業 説 明 状 況 等 報 告 書 」 を 「 開 発 事 業 計

画 書 」 に 改 め 、 同 条 第 １ 項 を 次 の よ う に 改 め る 。  

  開 発 事 業 者 は 、 第 11 条 の 説 明 が 終 了 し た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て

５ 日 を 経 過 し た 日 （ 第 ２ 条 第 ２ 号 カ に 掲 げ る 開 発 事 業 に あ っ て は

、 第 ９ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 届 出 を 行 っ た 日 の 翌 日 ） 以 後 に 、 次

に 掲 げ る 事 項 （ 第 ２ 条 第 ２ 号 カ に 掲 げ る 開 発 事 業 に あ っ て は 、 第

１ 号 に 掲 げ る 事 項 ） を 記 載 し た 書 面 （ 以 下 「 開 発 事 業 計 画 書 」 と

い う 。 ） を 市 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

 (1)  開 発 事 業 区 域 内 の 土 地 の 利 用 計 画 、 予 定 さ れ る 建 築 物 の 概 要

等 の 開 発 事 業 の 構 想  

 (2)  第 11 条 の 規 定 に よ る 開 発 事 業 の 説 明 の 状 況  

 (3)  開 発 事 業 の 構 想 に 対 す る 近 接 住 民 等 の 意 見  

 (4)  前 号 の 意 見 に 対 す る 開 発 事 業 者 の 見 解  

 第 13 条 第 ２ 項 中 「 開 発 事 業 説 明 状 況 等 報 告 書 」 を 「 開 発 事 業 計 画

書 」 に 、 「 第 ９ 条 」 を 「 第 ９ 条 第 １ 項 」 に 改 め 、 同 条 第 ３ 項 中 「 開

発 事 業 説 明 状 況 等 報 告 書 」 を 「 開 発 事 業 計 画 書 」 に 、 「 こ れ を 当 該

提 出 の 日 か ら 10 日 間 」 を 「 遅 滞 な く 、 こ れ を 14 日 間 」 に 改 め 、 同 条

に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

４  市 長 は 、 開 発 事 業 計 画 書 （ 第 ２ 条 第 ２ 号 カ に 掲 げ る 開 発 事 業 に

係 る も の を 除 く 。 ） の 提 出 が あ っ た と き は 、 そ の 開 発 事 業 者 に 対

し 、 こ の 条 例 に 定 め る 手 続 及 び 基 準 を 遵 守 す る よ う 必 要 な 指 導 及

び 助 言 を す る も の と す る 。  

 第 14 条 の 見 出 し 中 「 開 発 事 業 説 明 状 況 等 報 告 書 」 を 「 開 発 事 業 者

の 見 解 」 に 改 め 、 同 条 第 １ 項 を 次 の よ う に 改 め る 。  

  第 ２ 条 第 ２ 号 カ に 掲 げ る 開 発 事 業 以 外 の 開 発 事 業 に 係 る 近 接 住

民 等 は 、 前 条 第 ３ 項 の 縦 覧 の 期 間 満 了 の 日 ま で に 、 同 条 第 １ 項 第
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４ 号 に 掲 げ る 開 発 事 業 者 の 見 解 に 対 す る 意 見 を 記 載 し た 書 面 （ 以

下 「 再 意 見 書 」 と い う 。 ） を 市 長 を 経 由 し て 、 当 該 開 発 事 業 者 に

提 出 す る こ と が で き る 。  

 第 14 条 第 ３ 項 中 「 以 下 「 見 解 書 」 を 「 以 下 「 再 見 解 書 」 に 、 「 当

該 見 解 書 」 を 「 当 該 再 見 解 書 」 に 改 め る 。  

 第 14 条 の 次 に 次 の １ 条 を 加 え る 。  

 （ 公 共 施 設 の 管 理 者 等 へ の 説 明 ）  

第 14 条 の ２  第 ２ 条 第 ２ 号 ア 又 は オ に 掲 げ る 開 発 事 業 に 係 る 開 発 事

業 者 は 、 当 該 開 発 事 業 に つ い て 法 第 32 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 同 意

又 は 同 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 協 議 が 必 要 と な る 場 合 に あ っ て は 、

第 ９ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 標 識 を 設 置 し た 日 の 翌 日 以 後 に 、 法 第

32 条 第 １ 項 に 規 定 す る 公 共 施 設 の 管 理 者 又 は 同 条 第 ２ 項 に 規 定 す

る 公 共 施 設 を 管 理 す る こ と と な る 者 そ の 他 都 市 計 画 法 施 行 令 （ 昭

和 44 年 政 令 第  158 号 。 以 下 「 政 令 」 と い う 。 ） 第 23 条 に 規 定 す る

者 に 対 し 、 当 該 公 共 施 設 に 係 る 事 項 等 に つ い て 説 明 を 行 わ な け れ

ば な ら な い 。  

 第 15 条 の 見 出 し 中 「 開 発 構 想 」 を 「 開 発 事 業 計 画 書 」 に 改 め 、 同

条 第 １ 項 中 「 開 発 構 想 書 を 」 を 「 開 発 事 業 計 画 書 を 」 に 、 「 開 発 構

想 書 の 内 容 」 を 「 第 13 条 第 １ 項 第 １ 号 に 掲 げ る 事 項 」 に 、 「 第 ９ 条

」 を 「 第 ９ 条 第 １ 項 」 に 改 め 、 同 条 第 ２ 項 中 「 開 発 構 想 書 の 内 容 」

を 「 第 13 条 第 １ 項 第 １ 号 に 掲 げ る 事 項 」 に 改 め 、 「 手 続 」 の 次 に 「

（ 第 ２ 条 第 ２ 号 カ に 掲 げ る 開 発 事 業 に あ っ て は 、 第 13 条 第 １ 項 及 び

第 ２ 項 に 定 め る 手 続 ） 」 を 加 え 、 同 項 た だ し 書 中 「 次 条 第 １ 項 」 の

次 に 「 又 は 第 ２ 項 」 を 加 え る 。  

 第 ２ 章 第 ２ 節 の 節 名 中 「 特 定 大 規 模 開 発 事 業 」 を 「 開 発 事 業 」 に

改 め る 。  

 第 16 条 中 第 ４ 項 を 第 ５ 項 と し 、 第 ３ 項 を 第 ４ 項 と し 、 同 条 第 ２ 項

中 「 前 項 」 を 「 前 ２ 項 」 に 、 「 見 解 書 」 を 「 再 見 解 書 」 に 改 め 、 同

項 を 同 条 第 ３ 項 と し 、 同 条 第 １ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

２  開 発 事 業 者 （ 第 ２ 条 第 ２ 号 カ に 掲 げ る 開 発 事 業 又 は 特 定 大 規 模

開 発 事 業 に 係 る 開 発 事 業 者 を 除 く 。 ） は 、 再 意 見 書 が 提 出 さ れ た

場 合 に お い て 、 市 長 が 必 要 が あ る と 認 め た と き は 、 開 発 事 業 計 画

書 の 内 容 の う ち 市 長 が そ の 都 度 定 め る 事 項 に つ い て 、 市 長 と 協 議

し な け れ ば な ら な い 。  

 第 17 条 第 ２ 項 中 「 特 定 大 規 模 開 発 事 業 」 を 「 開 発 協 議 が 必 要 と な

る 開 発 事 業 」 に 、 「 開 発 事 業 説 明 状 況 等 報 告 書 を 市 長 に 提 出 し た 日

」 を 「 第 13 条 第 ３ 項 の 縦 覧 の 期 間 満 了 の 日 の 翌 日 」 に 改 め 、 同 条 第

３ 項 中 「 通 知 」 の 次 に 「 、 同 法 第 42 条 第 １ 項 第 ５ 号 の 規 定 に よ る 道

路 の 位 置 の 指 定 の 申 請 」 を 加 え る 。  

 第 18 条 第 １ 項 中 「 第 ８ 条 か ら 」 を 「 第 ９ 条 及 び 第 11 条 か ら 」 に 改
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め 、 同 項 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

 (6)  第 ２ 条 第 ２ 号 カ に 掲 げ る 開 発 事 業  次 項 第 10 号 の 規 定  

 第 18 条 第 ２ 項 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

 (10)  開 発 事 業 区 域 が 第 二 種 低 層 住 居 専 用 地 域 （ 建 築 基 準 法 第 53 条

の ２ の 規 定 に よ る 建 築 物 の 敷 地 面 積 の 最 低 限 度 が 定 め ら れ て い

な い 区 域 に 限 る 。 ） 、 第 一 種 中 高 層 住 居 専 用 地 域 、 第 二 種 中 高

層 住 居 専 用 地 域 、 第 一 種 住 居 地 域 、 第 二 種 住 居 地 域 又 は 準 住 居

地 域 に 含 ま れ る 場 合 は 、 予 定 さ れ る 建 築 物 （ 用 途 が 住 宅 で あ る

も の に 限 る 。 以 下 こ の 号 及 び 次 項 に お い て 同 じ 。 ） の 敷 地 面 積

の 最 低 限 度 が 、  100 平 方 メ ー ト ル で あ る こ と 。 た だ し 、 こ の 規

定 の 施 行 又 は 適 用 の 際 現 に 建 築 物 の 敷 地 と し て 使 用 さ れ て い る

土 地 で こ の 規 定 に 適 合 し な い も の に つ い て そ の 全 部 を 一 の 敷 地

と し て 使 用 す る 場 合 、 開 発 事 業 区 域 が 第 一 種 住 居 地 域 、 第 二 種

住 居 地 域 又 は 準 住 居 地 域 に 含 ま れ て お り 、 か つ 、 予 定 さ れ る 建

築 物 の 敷 地 に 接 し て 幅 員  5.5 メ ー ト ル 以 上 の 道 路 を 配 置 す る 場

合 （ 既 存 の 道 路 を 拡 幅 す る 場 合 を 除 く 。 ） 、 予 定 さ れ る 建 築 物

の 敷 地 の 全 部 が 法 第 12 条 の ５ 第 ２ 項 の 規 定 に 基 づ く 地 区 整 備 計

画 又 は 建 築 基 準 法 第 69 条 の 規 定 に 基 づ く 建 築 協 定 に お い て 建 築

物 の 敷 地 面 積 の 最 低 限 度 が 定 め ら れ た 区 域 に 含 ま れ る 場 合 そ の

他 市 長 が や む を 得 な い と 認 め る 場 合 に あ っ て は 、 こ の 限 り で な

い 。  

 第 18 条 第 ３ 項 中 「 特 定 大 規 模 開 発 事 業 」 を 「 開 発 協 議 が 必 要 と な

る 開 発 事 業 」 に 、 「 第 17 条 第 １ 項 」 を 「 前 条 第 １ 項 」 に 改 め 、 同 項

を 同 条 第 ４ 項 と し 、 同 条 第 ２ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

３  予 定 さ れ る 建 築 物 の 敷 地 が 前 項 第 10 号 の 規 定 に よ る 制 限 を 受 け

る 区 域 の 内 外 に わ た る 場 合 に お い て 、 そ の 敷 地 の 過 半 が 当 該 区 域

に 属 す る と き は 、 そ の 敷 地 の 全 部 に つ い て 同 号 の 規 定 を 適 用 し 、

そ の 敷 地 の 過 半 が 当 該 区 域 の 外 に 属 す る と き は 、 そ の 敷 地 の 全 部

に つ い て 同 号 の 規 定 を 適 用 し な い 。  

 第 19 条 第 ２ 項 中 「 第 ９ 条 」 を 「 第 ９ 条 第 １ 項 」 に 改 め る 。  

 第 20 条 第 ２ 項 中 「 第 ９ 条 」 を 「 第 ９ 条 第 １ 項 」 に 、 「 第 10 条 か ら

第 13 条 ま で 」 を 「 第 11 条 か ら 第 14 条 の ２ ま で 」 に 、 「 並 び に 特 定 大

規 模 開 発 事 業 に あ っ て は 第 14 条 に 定 め る 手 続 」 を 「 （ 第 ２ 条 第 ２ 号

カ に 掲 げ る 開 発 事 業 に あ っ て は 、 第 13 条 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 に 定 め る

手 続 ） 」 に 改 め 、 同 条 第 ３ 項 中 「 第 ９ 条 」 を 「 第 ９ 条 第 １ 項 」 に 改

め る 。  

 第 21 条 中 「 第 ９ 条 」 を 「 第 ９ 条 第 １ 項 」 に 改 め る 。  

 第 24 条 中 「 開 発 事 業 者 」 の 次 に 「 及 び 開 発 事 業 に 関 す る 工 事 の 請

負 人 （ 請 負 工 事 の 下 請 人 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） （ 次 項 に 規 定 す る 者

を 除 く 。 ） 」 を 加 え 、 同 条 に 次 の ３ 項 を 加 え る 。  
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２  第 ２ 条 第 ２ 号 ア 、 オ 又 は カ に 掲 げ る 開 発 事 業 に お い て 予 定 さ れ

る 建 築 物 に 関 す る 工 事 の 請 負 契 約 の 注 文 者 （ 請 負 契 約 に よ ら な い

で 自 ら 当 該 工 事 を す る 者 を 含 む 。 ） 及 び 当 該 工 事 の 請 負 人 （ 以 下

「 予 定 建 築 物 の 建 築 主 等 」 と い う 。 ） は 、 第 17 条 第 １ 項 の 同 意 を

得 た 開 発 事 業 の 計 画 に 従 い 、 当 該 開 発 事 業 に 関 す る 工 事 を 行 わ な

け れ ば な ら な い 。  

３  第 ２ 条 第 ２ 号 ア 又 は オ に 掲 げ る 開 発 事 業 に つ い て は 当 該 開 発 事

業 に 関 す る 工 事 に 係 る 法 第 36 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ る 公 告 が あ っ た

後 、 同 号 カ に 掲 げ る 開 発 事 業 に つ い て は 当 該 開 発 事 業 に 関 す る 工

事 に 係 る 建 築 基 準 法 施 行 規 則 （ 昭 和 25 年 建 設 省 令 第 40 号 ） 第 10 条

第 １ 項 の 規 定 に よ る 公 告 が あ っ た 後 に お い て も 、 前 ２ 項 の 規 定 を

適 用 す る 。  

４  第 １ 項 及 び 第 ２ 項 の 規 定 は 、 次 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に あ

っ て は 、 適 用 し な い 。  

 (1)  第 ２ 条 第 ２ 号 ア 又 は オ に 掲 げ る 開 発 事 業 に つ い て 、 当 該 開 発

事 業 に 関 す る 工 事 に 係 る 法 第 36 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ る 公 告 が あ

っ た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て １ 年 を 経 過 し た 場 合  

 (2)  第 ２ 条 第 ２ 号 カ に 掲 げ る 開 発 事 業 に つ い て 、 当 該 開 発 事 業 に

関 す る 工 事 に 係 る 建 築 基 準 法 施 行 規 則 第 10 条 第 １ 項 の 規 定 に よ

る 公 告 が あ っ た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て １ 年 を 経 過 し た 場 合  

 (3)  第 ２ 条 第 ２ 号 ア 、 オ 又 は カ に 掲 げ る 開 発 事 業 に 係 る 予 定 さ れ

る 建 築 物 の 全 て に つ い て 、 建 築 基 準 法 第 ７ 条 第 ５ 項 又 は 同 法 第

７ 条 の ２ 第 ５ 項 の 規 定 に よ る 検 査 済 証 が 交 付 さ れ た 場 合  

 第 25 条 第 １ 項 中 「（ 請 負 工 事 の 下 請 人 を 含 む 。 以 下 「 工 事 請 負 人

」 と い う 。 ） 」 を 削 り 、 同 条 第 ２ 項 中 「 工 事 請 負 人 」 を 「 開 発 事 業

に 関 す る 工 事 の 請 負 人 」 に 改 め る 。  

 第 26 条 第 １ 項 中 「 都 市 計 画 法 施 行 令 （ 昭 和 44 年 政 令 第  158 号 。 以

下 「 政 令 」 と い う 。 ） 」 を 「 政 令 」 に 改 め る 。  

 第 34 条 第 １ 項 を 次 の よ う に 改 め る 。  

  法 第 33 条 第 ４ 項 に 規 定 す る 開 発 区 域 内 に お い て 予 定 さ れ る 建 築

物 の 敷 地 面 積 の 最 低 限 度 は 、 当 該 建 築 物 の 用 途 が 住 宅 で あ る 場 合

に 限 り 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 地 域 又 は 区 域 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号

に 掲 げ る と お り と す る 。 た だ し 、 こ の 規 定 の 施 行 又 は 適 用 の 際 現

に 建 築 物 の 敷 地 と し て 使 用 さ れ て い る 土 地 で こ の 規 定 に 適 合 し な

い も の に つ い て そ の 全 部 を 一 の 敷 地 と し て 使 用 す る 場 合 、 開 発 区

域 が 第 一 種 住 居 地 域 、 第 二 種 住 居 地 域 又 は 準 住 居 地 域 に 含 ま れ て

お り 、 か つ 、 予 定 さ れ る 建 築 物 の 敷 地 に 接 し て 幅 員  5.5 メ ー ト ル

以 上 の 道 路 を 配 置 す る 場 合 （ 既 存 の 道 路 を 拡 幅 す る 場 合 を 除 く 。

） 、 予 定 さ れ る 建 築 物 の 敷 地 の 全 部 が 法 第 12 条 の ５ 第 ２ 項 の 規 定

に 基 づ く 地 区 整 備 計 画 又 は 建 築 基 準 法 第 69 条 の 規 定 に 基 づ く 建 築
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協 定 に お い て 建 築 物 の 敷 地 面 積 の 最 低 限 度 が 定 め ら れ た 区 域 に 含

ま れ る 場 合 そ の 他 市 長 が や む を 得 な い と 認 め る 場 合 に あ っ て は 、

こ の 限 り で な い 。  

 (1)  第 二 種 低 層 住 居 専 用 地 域 （ 建 築 基 準 法 第 53 条 の ２ の 規 定 に よ

る 建 築 物 の 敷 地 面 積 の 最 低 限 度 が 定 め ら れ て い な い 区 域 に 限 る

。 ） 、 第 一 種 中 高 層 住 居 専 用 地 域 、 第 二 種 中 高 層 住 居 専 用 地 域

、 第 一 種 住 居 地 域 、 第 二 種 住 居 地 域 又 は 準 住 居 地 域   100 平 方

メ ー ト ル  

 (2)  用 途 地 域 の 指 定 の な い 区 域   125 平 方 メ ー ト ル （ 幅 員 18 メ ー

ト ル 以 上 の 幹 線 街 路 に 接 続 す る 土 地 の 区 域 で 、 当 該 道 路 に 係 る

都 市 計 画 で 定 め ら れ た 区 域 の 境 界 線 か ら の 水 平 距 離 が 50 メ ー ト

ル の 範 囲 内 の 部 分 （ 風 致 地 区 を 除 く 。 ） に あ っ て は 、  100 平 方

メ ー ト ル ）  

 第 36 条 中 「 開 発 事 業 者 」 の 次 に 「 又 は 開 発 事 業 に 関 す る 工 事 の 請

負 人 （ 予 定 建 築 物 の 建 築 主 等 を 含 む 。 ） 」 を 加 え る 。  

 第 37 条 中 「 第 ８ 条 第 １ 項 の 届 出 に 係 る 書 面 、 開 発 構 想 書 、 開 発 事

業 説 明 状 況 等 報 告 書 、 見 解 書 」 を 「 第 ９ 条 第 ２ 項 の 届 出 に 係 る 書 面

、 開 発 事 業 計 画 書 、 再 見 解 書 」 に 改 め る 。  

 第 38 条 第 ２ 項 中 「 工 事 請 負 人 」 を 「 開 発 事 業 に 関 す る 工 事 の 請 負

人 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ３ 項 と し 、 同 条 第 １ 項 中 「 工 事 請 負 人 」

を 「 開 発 事 業 に 関 す る 工 事 の 請 負 人 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ２ 項 と

し 、 同 条 に 第 １ 項 と し て 次 の １ 項 を 加 え る 。  

  市 長 は 、 第 24 条 第 １ 項 又 は 第 ２ 項 の 規 定 に 違 反 し た 者 に 対 し 、

当 該 開 発 事 業 に 関 す る 工 事 の 施 行 を 停 止 す る よ う 勧 告 す る こ と が

で き る 。  

 第 38 条 の 次 に 次 の １ 条 を 加 え る 。  

 （ 公 表 ）  

第 38 条 の ２  市 長 は 、 前 条 の 規 定 に よ る 勧 告 を 受 け た 者 が 、 正 当 な

理 由 な く 当 該 勧 告 に 従 わ な い と き は 、 そ の 旨 を 公 表 す る こ と が で

き る 。  

２  市 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 公 表 を し よ う と す る 場 合 に お い て 、

前 条 の 規 定 に よ る 勧 告 を 受 け た 者 に 対 し て 、 あ ら か じ め 、 そ の 旨

を 通 知 し 、 意 見 の 聴 取 を 行 う も の と す る 。 た だ し 、 そ の 者 が 正 当

な 理 由 な く 意 見 の 聴 取 に 応 じ な い と き 、 又 は そ の 者 の 所 在 が 不 明

で 通 知 で き な い と き は 、 こ の 限 り で な い 。  

 第 39 条 第 １ 項 中 「 前 条 」 を 「 第 38 条 第 ２ 項 又 は 第 ３ 項 」 に 改 め 、

「 受 け た 者 が 」 の 次 に 「 、 正 当 な 理 由 な く 」 を 加 え る 。  

 第 40 条 第 １ 項 中 「 前 ２ 条 」 を 「 前 ３ 条 」 に 、 「 工 事 請 負 人 」 を 「

開 発 事 業 に 関 す る 工 事 の 請 負 人 （ 予 定 建 築 物 の 建 築 主 等 を 含 む 。 ）

」 に 改 め る 。  
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   附  則  

 （ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 条 例 は 、 平 成 25 年 ７ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） 前 に こ の 条 例

に よ る 改 正 前 の 横 浜 市 開 発 事 業 の 調 整 等 に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 旧

条 例 」 と い う 。 ） 第 ９ 条 の 規 定 に よ る 標 識 の 設 置 を 行 っ た 開 発 事

業 （ 旧 条 例 第 ２ 条 第 ２ 号 に 規 定 す る 開 発 事 業 を い う 。 附 則 第 ４ 項

に お い て 同 じ 。 ） で あ っ て 、 旧 条 例 第 10 条 の 規 定 に よ る 開 発 構 想

書 の 提 出 を 行 っ て い な い も の に つ い て は 、 こ の 条 例 に よ る 改 正 後

の 横 浜 市 開 発 事 業 の 調 整 等 に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 新 条 例 」 と い う

。 ） の 規 定 （ 新 条 例 第 ９ 条 第 ２ 項 の 規 定 を 除 く 。 ） を 適 用 す る 。

こ の 場 合 に お い て 旧 条 例 第 ９ 条 の 規 定 に よ る 標 識 は 、 新 条 例 第 ９

条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 標 識 と み な す 。  

３  前 項 の 場 合 に お い て 、 開 発 事 業 者 は 、 同 項 の 規 定 に よ り 新 条 例

第 ９ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 標 識 と み な さ れ た 標 識 に つ い て 、 必 要

な 修 正 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

４  施 行 日 前 に 旧 条 例 第 10 条 の 規 定 に よ る 開 発 構 想 書 の 提 出 を 行 っ

た 開 発 事 業 に つ い て は 、 新 条 例 の 規 定 は 適 用 せ ず 、 な お 従 前 の 例

に よ る 。  

５  こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 建 築 基 準 法 （ 昭 和 25 年 法 律 第  201 号 ）

第 42 条 第 １ 項 第 ５ 号 の 規 定 に よ る 道 路 の 位 置 の 指 定 を 受 け る た め

、 当 該 指 定 に 係 る 工 事 を 行 っ て い る 場 合 に お い て は 、 新 条 例 第 ２

条 第 ２ 号 カ の 規 定 は 、 適 用 し な い 。  

 （ 横 浜 市 中 高 層 建 築 物 等 の 建 築 及 び 開 発 事 業 に 係 る 住 環 境 の 保 全  

 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

６  横 浜 市 中 高 層 建 築 物 等 の 建 築 及 び 開 発 事 業 に 係 る 住 環 境 の 保 全

等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 ５ 年 ６ 月 横 浜 市 条 例 第 35 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。  

  第 ２ 条 第 ２ 項 第 10 号 中 「 開 発 事 業 （ 」 の 次 に 「 同 号 カ 及 び 」 を

加 え る 。  

  第 10 条 第 ３ 項 中 「 第 ９ 条 」 を 「 第 ９ 条 第 １ 項 」 に 、 「 同 項 の 規

定 」 を 「 第 １ 項 の 規 定 」 に 改 め る 。  
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